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第 17 期小平市緑化推進委員会 



はじめに 

 

第 17 期小平市緑化推進員会は令和 2 年 9 月 30 日に小林正則市長より１３名の委員が任

命され、その後２年間８回の委員会を開催し、小平市の緑化推進について以下の日程で熱

心な討議で多くの検討がなされ、今後のあるべき提言としてとりまとめました。 

 

第 1 回委員会 令和 2 年 9 月 30 日  小平市役所 

第 2 回委員会 令和 2 年 11 月 6 日  中央公民館 

第 3 回委員会 令和 3 年 1 月 22 日  小平市役所 

第 4 回委員会 令和 3 年 3 月 24 日  小平市役所 

緊急提言提出 令和 3 年 4 月 15 日  小平市役所 

第 5 回委員会 令和 3 年 5 月 19 日  小平市役所 

第 6 回委員会 令和 3 年 8 月 6 日   福祉会館 

第 7 回委員会 令和 3 年 11 月 10 日  中央公民館 

第 8 回委員会 令和 4 年 1 月 27 日  小平リサイクルセンター 

 

 第 17 期小平市緑化推進委員会で特筆すべきは最終提言書の作成を待たずに令和 3 年 4

月 15 日に緊急提言を行いました。これは現今のナラ枯れ病の蔓延による市内雑木林内の

コナラやクヌギの病死被害の多発状況に鑑み令和 3 年初夏までに対応策を緊急に実施する

ことが最善の策であるとの緑化推進委員会での結論を得て、対応時期に間に合わせるため

に緊急に行った提言です。この提言に基づいて、小平市では緊急対策をただちに実施し

て、一定のデータを得るに至っています。このデータをもとに委員会してさらに解析を行

い、今期委員会の検討資料とし最終提言の一部としました。 

令和 4 年度におきましては、この解析資料、最終提言を生かして、市内雑木林のコナ

ラ・クヌギ等の健全化のために努力されることを望みます。 
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